












institutionsofearly childhood education such askindergartensand nursery schools,we
distributed a questionnaireto 165 directors,ofwhom 98 individualsresponded.In the




they frequently colaborated with consultation offices and often implemented numerous
measures and programs organization-wide,few institutions devised instruction methods






























































































































保育施設 配 付 回 収 回収率
公立幼稚園 7 6 85.7％
私立幼稚園 68 44 64.7％
公立保育所 61 39 63.9％
私立保育所 29 9 31.0％

































性 別 保育経験 保育経験年数
合 計
男 性 女 性 無 有 1～5年 6～20年 21年以上 無記入
公立幼 0（0.0％） 6（100.0％） 0（0.0％） 6（100.0％）0（0.0％） 0（0.0％） 6（100.0％）0（0.0％） 6（100.0％）
私立幼 17（38.6％）27（61.4％）15（34.1％）29（65.9％）5（11.4％）13（29.5％）10（22.7％）1（2.3％）44（100.0％）
公立保 1（2.6％）38（97.4％） 1（2.6％）38（97.4％）2（5.1％） 9（23.1％）27（69.2％）0（0.0％）39（100.0％）






















Table3 障害のある子の受け入れについて 単位 人
受け入れの状況 公 幼 私 幼 公 保 私 保 全 体
障害の有無にかかわらず可能な限
り受け入れる
3（50.0％） 12（27.3％） 31（79.5％） 5（55.6％） 51（52.0％）
当該児の様子と園の状況を考慮し
て場合によっては受け入れる
3（50.0％） 28（63.6％） 6（15.4％） 0 （0.0％） 37（37.8％）
原則として受け入れない 0 （0.0％） 3 （6.8％） 0 （0.0％） 1（11.1％） 4 （4.1％）
希望者があれば受け入れるが，こ
れまで希望がなかった
0 （0.0％） 0 （0.0％） 2 （5.1％） 1（11.1％） 3 （3.1％）
無記入 0 （0.0％） 1 （2.3％） 0 （0.0％） 2（22.2％） 3 （3.1％）
合 計 6（100.0％） 44（100.0％） 39（100.0％） 9（100.0％） 98（100％.0）
Table4 入園後に障害があることがわかった場合どうするか 単位 人
保育継続の判断 公 幼 私 幼 公 保 私 保 全 体
原則として保育を継続する 3（50.0％） 33（75.0％） 36（92.3％） 8（88.9％） 80（81.6％）
状態によっては保育の継続が困難
になる場合もある
0 （0.0％） 7（15.9％） 1 （2.6％） 0 （0.0％） 8 （8.2％）
その他 2（33.3％） 2 （4.5％） 1 （2.6％） 1（11.1％） 6 （6.1％）
無記入 1（16.7％） 2 （4.5％） 1 （2.6％） 0 （0.0％） 4 （4.1％）

























配 慮 の 内 容 必 要 実 施 差 実行率
必要に応じて，相談機関や療育機関との連携をとる 91.8％ 63.3％ 28.5 69.0％
状況に応じて，保育者の人数をふやす 81.6％ 52.0％ 29.6 63.7％
状況に応じて，担任以外の保育者が障害のある子の援助を行う 74.5％ 48.0％ 26.5 64.4％
状況に応じて，他の子と障害のある子との関わりに，より注意を払う 68.8％ 35.7％ 33.1 51.9％
保育室や園庭，遊具などの安全管理をより徹底する 60.2％ 35.7％ 24.5 59.3％
何かあった時に，保護者に詳しく状況説明できるようにする 54.1％ 25.5％ 28.6 47.1％
保育者が，他の子への注意，関心，関わりが不十分にならないように一層気をつける 51.0％ 27.6％ 23.4 54.1％
障害のある子の保護者へコンサルテーションやアドバイスを行う 45.9％ 32.7％ 13.2 71.2％
子どもたちに説明して理解を求める 39.8％ 30.4％ 9.4 76.4％
保護者に説明して理解を求める 39.8％ 16.3％ 23.5 41.0％
障害のある子のための特別の保育カリキュラムを用意する 39.8％ 23.5％ 16.3 59.0％
保育カウンセラーや臨床心理士に支援を依頼する 23.5％ 6.1％ 17.4 26.0％

























支 援 の 内 容 必 要 実 施 差 実行率
園全体で障害のある子について理解し，園全体で保育に取り組む 90.8％ 68.4％ 22.4 75.3％
職員が発達障害や，インクルーシブ保育の研修会に出られるような機会を作り，勤務
体制にも配慮する
79.6％ 60.2％ 19.4 75.6％
保護者の了解を得て療育機関や相談機関から検査結果等を取り寄せ，保育に生かせる
ようにする
67.2％ 49.0％ 18.2 72.9％
場合によっては，自分や主任が担任と保護者の間に入り，両者の連携がうまくいくよ
う支援する
65.3％ 46.9％ 18.4 71.8％
事例検討会等を行い，園全体で保育の反省や改善ができるように取り組む 64.3％ 46.9％ 17.4 72.9％
必要に応じて補助の保育者をつけたり，誰かが補助に入れるような体制を組む 64.3％ 46.9％ 17.4 72.9％
障害児保育の経験のある先輩や上司にいつでも気軽に相談できるような体制を作る 61.2％ 45.9％ 15.3 75.0％
場合によっては，自分や主任が保護者と面談し，相談機関の紹介等を行う 59.2％ 43.9％ 15.3 74.2％


































































人 ％ 人 ％
たいていの場合，非常に楽しい場所だと思う 43 （43.9％） 31 （60.8％）
子ども，時期，場面によるが，どちらかといえば，まあまあ楽しい場所だと思う 34 （34.7％） 14 （27.5％）
子ども，時期，場面によるが，どちらかといえば，楽しいとは言えない場所だと思う 0 （0.0％） 0 （0.0％）
たいていの場合，楽しいとは言えない場所だと思う 0 （0.0％） 0 （0.0％）
個人差が大きく一概には言えない 0 （0.0％） 0 （0.0％）
わからない 9 （9.2％） 2 （3.9％）
無記入 12 （12.2％） 4 （7.8％）


























人 ％ 人 ％
非常に有意義な場だと思う 44 （44.9％） 31 （60.8％）
子どもにもよるが，どちらかといえば，有意義な場だと思う 46 （46.9％） 19 （37.3％）
子どもにもよるが，どちらかといえば，有意義とは言えない場だと思う 0 （0.0％） 0 （0.0％）
有意義とは言えない場だと思う 0 （0.0％） 0 （0.0％）
個人差が大きく一概には言えない 0 （0.0％） 0 （0.0％）
わからない 2 （2.0％） 1 （2.0％）
無記入 6 （6.1％） 0 （0.0％）





































園での遊びや課題に集中して取り組むことができない場面がふえる 12 12.2％ 42.9％
次の活動に移る前に待たなければいけないことが多くなる 12 12.2％ 42.9％
担任に個別の関わりを求めたいときにも我慢することが多くなる 6 6.1％ 21.4％
競争や競技をとりいれることがしにくくなる 5 5.1％ 17.9％
障害のある子の行動をまねるようになってしまうことがある 4 4.1％ 14.3％
クラスがまとまりにくくなってしまう 4 4.1％ 14.3％
全員参加の活動の幅や目標の達成水準が限られてしまう 4 4.1％ 14.3％
他者を馬鹿にしたり差別するような行動がふえる 1 1.0％ 3.6％
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